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調査前の状況

(西 より)

A区遺溝検出状況

(東 より)

掘立 1・ 2完掘状況 (1)

(南西より)
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2.1号 ,2号墓検出状況

(西 より)

1号墓遺物出土状況

(東 より)
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大峰ヶ台遺跡 8次調査地

1.B区の調査

(南東より)

2.☆ 区・B区完掘状況

(東 より)
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北 斎 院 遺 跡
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調査地全景

(西 より)

2.調査風景

(東 より)

3.調査地土層
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